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制作過程では,創作 と破壊を繰 り返 しっっデ
ザイン創作ができることである。
これまでのテキスタイルデザインは一度作っ
た作品を壊 して しまうと二度 と同じものを作
成することは難 しかった。 しかしコンピュー
タによるデザイン作成は,作 ったものを何度




たりすると,も との原画を壊 して しまうこと
になる。 しかしコンピュータを利用すること





















現手法の特異なものに 「透過」 と 「重ね」が
ある。最近のテキスタイルデザインは,新合
繊の開発とそのめざましい進歩で織物はより






む,微妙 な揺れ,膨 らみ,光 り,絡み付 くと

































る。織物 もデザインか らジャガ買 ド作成(紋
紙)が 不要 となり,ダイレク トジャガー ドが
普及 し,ニ ットではホールガーメントで編み
機か ら直接形になって服が編まれる時代であ
る。 ファッションでは前述 したようにデジタ
ルファッションが注目を集め始めた。大学教
育においてもテキスタイルデザインは,繊維
産業 と密接な関係をもっ重要な職域である。
教育環境 も繊維産業のインフラと同調 しつっ,
新たな対応が望まれる。
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